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日本における固体バイオ燃料規格の現状
ー待ったなしの国際標準化への対応ー

固体バイオ燃料国際規格化研究会
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（国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究所）
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本日の内容

•固体バイオ燃料流通の現状

•国際標準化の意味

•我が国の規格の状況

•固体バイオ燃料国際規格化研究会の設立

•まとめ

2
 

ー



固体バイオ燃料の特徴

富こ三二竺=悶？悶：ることから、有限な化石資源に

• 固体バイ ，、；ヽ 薪、チップ、ペレット、 ‘ど）は、固体ゆえに液体燃料

贔悶尺門悶且芦贔麿は=巴〗刀りが遅く、要求に対する
•原料形状は多種多様であり、水分（含水率）は入手状態でばらつきがあること
から、生のバイオマスを均ーな固体燃料に加工するにはある程度の難しさもあ

る。

• トレファクション、バイオコークスなどの熱処理改質燃料が実用化されている。
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ー木質バイオマス燃料の利用の状況(1)
---亡印J木和oot;;,;,;心:,Y"イオマス（単位：絶乾卜l)利用機器の所有形態 1 木粉 左記以外の

薪 （おが粉） 木質｝＼`‘イオ双
総数 63,727 406,150 955,267 

2017年度 I1 
発電機のみ所有 4,492,811 "~ 訊 434 101,032 321、307
ボイラーのみ所有 1,148,063 41,598 48,391 148、166 370、827

発電機及びホ冴ぅーの両方を所有 3、085、617 142、351 15,336 156,952 263,133 
総数 7,734,236 214,235 49,972 322,833 559、4961

I 発電機のみ所有 3,969,164 166,459 14 60,768 78,580 
2016年度「 ボイラーのみ所有 1、239,905 42,492 48,218 154,106 302,406 

発電機及びがイテの両方を所有 2,525,167 5,284 1,740 107,959 178,510 
総数 12.8% 75.2% 27.5% 25.8% 70.7% 

対前年増 I 発電機のみ所有 13.2% 15.0% 66.3% 308.9% 
減率 I ボイラーのみ所有 、-7.4% -2.1% 0.4% -3.9% 22.6% 

発霞機及びがイうーの両方を所有 22.2% 2594.0% 781.4% 45.4% 47.4% 
林野庁「木質パイオマスエネルギー利用動向調査」より

' 
4 

2
 



木質バイオマス燃料利用の状況(2)

,.200.000 n 襲木質ペレット（国内這）

■木質ペレット（輸入）
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林野庁「平成29年における木質粒状燃料（木質ペレット）の生産動向について」、
財務省「財務統計」などから作成
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如票準化の意味

によって互いの

②互換性の確保：製品故障を修理するときなど、新しい部品を調達しなくても問題
なく交換できる。例：乾電池、ランプ、ビス、ナットなど

③消費者利益の確保：消費者自身は検査できなくても、一定品質が保証され、安心
,-------..._, ー購入できる。

：技術協力が容易になる。例： CDは標準化で急速に普及した。

しがじ時にはその地域の特性に合致しない標準を押しつけられるデメリットがある。

牧英憲，鳩原思＝「図解よくわかるISO-ーゼロからスタートできる!1509000s・15014000s認証取得」日本実業出版社(2000)より
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固体バイオ燃料の国際規格化状況

•バイオマス (biomass)

"material of biological origin exclu両 g--mtrterialembedded in geological formation 
and/or fossilized" (地層に埋没された物質及びまたは化石化した物質を除く生物起源物質）

• TS: Technical Specifications (技術仕様書）。技術的に開発途上にある等で正式規格に承認
されなかったが、将来その可能性があると判断されて公表される文書。
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>l ,・-言讐-;.:'i';".1ぷ．哭沙舷唸？緊粂茨 ' 尋壼膠翠，う¥, "' 

,ms-, o,s 燃割士様及び分類ー第9部：等級別工業用飛ガ燃科（破砕r>?)

'""''"' CD ベレット吻ンプル内の微粒子含有重の定量ー第2部：簡易方法

''"'" MS 商業及びI業層途における固体パイオ燃料ベ"'トッー文土々 凪・凪い及び保冒.,,,,,._, 
" 発生ガス及び酸奈減少特性の定重方法ー第1部：実験室における発生ガス及び誤素減少

定量

'°'"・' CO 発グ1I)生たがめ石の双操月作坦方忌法屯少特性の定量方法ー第2llll,発生ガス中0)--j酸化荻翠のス,:,,Jーニン

,oo,;., RN 成形Jiイ尤燃料の自己発熱性の定量ー第1蔀：等温式発熱量計法

'"" MS 灰の,c~字.,」'"鳳

"'" 
AW, 粉砕虚量一熟処理バイオマス燃料1こ対す~\ードグ0ー了式訊験法

"'" 
o,s 小咀Lごfl月］における簡易が｝ンフJングブB示

23343・1 CD 匂処理バイオマ7戸f司9ご灯す砂収看およびそれが酎久や9―乃"す影遍ッ土凰

'"" "' かさ積みしたパイオ >:,-;;, (架緬北、閉室）挙勁の定量

• 作業は NP(新作業段階）→ WD(作業原案）→CD (委員

会原案）→DIS (国際規格原案）→FDIS (最終国際＄財各案）

→規格発行の順に進む。国際規格発行はNP提案承認から

36ヶ月以内。ただし一定の条件を満たせ1ぶ'ID、CDを省略

する迅速法の手続きがある。

（日本工業標準調査会 ISO規格の制定手順

(https'f/w畑 .J,sc.goJp/mtemahonal/,s~p~s html)より）

• 邦訳は日本規格協会のホームページ等を参考

https:/ /webdesk.jsa.or.jp/books/Wl 1M0070/index 
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ぞ同じ「チップ」でも英語では名称が全く異なる

写真例

日本語 切削チップ 破砕チップ
'•• ハん, ., 

f怜 . -←吾五
'ゞ討紐芯沢. 炉.:: 央"'ダ'....
,/l~0.16SB9、;;;;1

ヽヽゞ...唸こ.,.. I , 

• "hog"は「叩く」などの意味。 17225-9で審議中。
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日本における木質バイオマス燃料の規格等(1)
蜘 l'l,;,,:rふ9忍鰤年

和プ 2010 

2011 

2016 

ペレット
（含力の卜）

木炭

1987 木質成形燃料の規格

2011 木質ペレット品質規格

2011 木質ペレット燃料に関する自主規格

策定中 JAS木質ペレット燃料

1962 木炭の日本農林規格(1962)
※1996廃止

2011 燃料用木炭の規格 (2011)

℃戸臀奇兎行機関、団体ぶ'
NPO法人全国木材資源リサイクル協会

全国木材チップ工業連合会

日本木質バイオマスエネルギー協会、

全国木材資源リサイクル協会

日本木質成形工業協同組合※現在1埠散

日本木質ペレット協会

ペレットクラブ

日本木質ペレット協会

農林水産省

全国燃料協会
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＂イオマス燃料の規格等 (2)
（一社l日本人―ぺい卜協会

咆佗乞称

£ 湊・ ・ベタHプデ砂～ぇ．
. .. ・・

応 WPF紅； ,on 木質ぺい卜品質規格 ,on cwm虹E)

適用範囲

（原材料）

規格の区分直,, M A
 血

A, 

60「8士1
8 

6士1また'"士1

長さ(L) 3.15~40 (最大45mm)•; HS~<O 
（心mmより長いも呵,W-%以下良大4却 ml

かさ密度IOD

低位発熱璽 LH双Q)

水分'"'
粉化度(F

機械的酎久性(DU)

灰分(A).'

l火―-"し_,,
灰融解点(DT)

wo-,so 
16.5以上

10以下
1以下

96. 諏且

A1IAZIS  
,_,  士1

3.15~<0 
"Ornrnより長いものが1w・%以下、最大'5mm)

,oo以上

is.s~19.oiis.a~19.oiis.o~19.oi1s.0~1s.o 

10以下

3.15mm呼醐1以下

97.5以上 96.5以上

650~750 

16.5以上

10以下
1以下

16.0以上

97.5以上 97.S以上 95.5以上

0.7以下

550℃ 

1.W下
550℃ 

2.0以・ O.S---1.0 I 1.0~2.0 

灰_,十且,,,平ー..甲の表示が望ま以，＼ 二I 勺。」~o以下 Iii出゜5以下

芸iiI喜I心:::;゚：亡=~:~『oo,以

• ISO規格や印規格を参照しながらもうl

'-'以ドドに 1゚ .0,以丑゜四下 1 詈］諏下

内容が存在する（樹皮ペレットの区分、灰化温度

0.0, 以下

0.04以下

1.0以下

など），9
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TBT協定

• WTO (世界貿易機関）協定の一部を構成するTBT協定（貿易の技術的
障害に関する協定）では、各国の規制等で用いられる強制規格や任意規
格を国際規格に整合化していくことで、規格による不必要な国際貿易上
の障害を排除し、公正で円滑な国際貿易の実現を目的としている。

•日本における木質バイオマス燃料の規格は必ずしも国際規格に対応して
いるとはいえず、国際取引における不必要な障害になる恐れがある。
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JAS法改正
•JASの対象はモノの品質から生産方法（プロセス）、取扱方法（サービ
ス等）、試験方法に拡大し、規格案を民間等から提案しやすい手続に整
備された。またJASの規格・認証の国際化を併せて進め、わが国に有利
な競争環境を整備することも目的としている。

•木質ペレットのJAS化を日本木質ペレット協会が着手した。国内におけ
る木質ペレットの取引円滑化に資するよう、国内に複数存在する業界の
独自基準を、国際基準に基づきJASとして統一する方向で作業中。

•木質ペレット燃料のISO規格は日本の事情と整合性のとれない部分がい
くつかあるが、今後JASにどう反映するか注目すべきところ。
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TC238における日本の地位
Pメンバー（積極的参繍、25カ国）

... 
0メンバー（オプザーバー.:zo力国）

~ ヽ

/ / J / 

オーストリア ハンガリー 南アフリカ ,-:;)レギー アルゼンチン エジプト モンゴル

アイルランド スペイン カナダ イタリア アルメニア エストニア
ニュージーラ
ンド

スウェーテン
中国 カザフスタン スイス バルバドス インド ）レーマ~＝ァ

（事務局）

クロアチア 韓国 タイ プンマーク ブルガリア イラン セルビア

マレーシア イギリス フィンランド オランダ チリ イスラエル スロバキア

アメリカ フランス ノルウェー ドイツ コロンビア 巴疇昌ごポーランド チェコ

• 日本は0メンバーの地位

• pメンバー17カ国が欧州諸国で、またWGの2/3で欧州諸国が座長
14 
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幹事会員

投票権

採択の権利

引き受けられる

あり

あり

引き受けられない

あり

なし

•0メンバーも投票はできるが、採択の権利をもたない。
• 採択は、 Pメンバー投票数のうち賛成票が2/3以上、賛否を明らかにした総投
票数のうち反対票を示した割合が 1/4以下を満たした場合になされる。

• pメンバーのみが採択の権利を持ち、 0メンバーは反対する権利のみを持つ。
15 
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Pメンバーになるには

•今の地位では日本は固体バイオ燃料ISO規格の改正や新設を積極的に
働きかけられるとはいえない。

• pメンバーに登録するには、国内利害関係者の合意形成を図り、それ
を日本の意見として反映できる国内審議委員会の設立を求められる。

日本工業調査会『 ISO/IEC事務処理要領』、 4、2014年

https://www.jisc.go.jp/international/pdf/20140701_jimusyoriyouryou.pdf 
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固体バイオ燃料国際規格化研究会の設立

•国内ではこれを積極的に引き受ける団体が存在しなかった。

•そうした背景から、 P メンバー化を目指して任意団体「固体バイオ燃
料国際規格化研究会」が2019年4月に設立された。

•TC 238年次会議への出席 (2019年5月19日ー24日、

•固体バイオマス燃料の国際標準化に日本が積極的に活動できる体制の
構築が望まれる。

ソウル）
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まとめ
•共通の基準やルールの下に品質を担保した燃料が生産されることで、消

．：ロニここ竺二攣畠戸鱈
るを得ない状況になっている。

'---::ー・ 一

•固体バイオ燃料の国際標準化に日本が積極的に関与できる体制の構築が
急がれる。

と言わざ

日本がバイオマス燃料標準化へのリーダーシップ的存在を！
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ありがとうございました。

皆様のご入会、ご協力をお願い致します。

E-mail: 
solidbiofuelsforumjapan@gmail.com 
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